
                      　 突然変異育種に関する 次の記述のう ち妥当なのはど れか。

１ ． 突然変異育種は種子繁殖性植物には用いら れる が， 栄養繁殖性植物には用いら れ

ない。

２ ． 突然変異育種で生じ る 突然変異の多く は顕性（ 優性） 突然変異である ため， 変異

体を選抜する こ と は容易である 。

３ ． 放射線を利用し た突然変異育種では， 変異原と し てガンマ線やエッ ク ス 線が多く

用いら れてき たが， 近年はイ オンビームも 多く 用いら れる よ う になっている 。

４ ． 一つの品種の突然変異育種で複数の変異体が生じ た場合， 得ら れた形質が同じ な

ら ば変異し た遺伝子も 同一である 。

５ ． 突然変異育種では変異原によ っ て DNA 損傷が生じ る ので， 変異原処理し た個体

の後代に当たる 個体のほと んど で表現型の変化が生じ る 。



                      　 植物細胞の構造と 機能に関する 次の記述ア～オのう ちには妥当なも のが二つ

ある 。 それら はどれか。

ア． 細胞壁は細胞全体を 包み， 形態を固定する 役割をも つ。 木本植物の細胞壁には構造

的強度を高める ためにキチンが多く 含ま れる 。

イ ． 葉緑体は二重膜に包ま れる 。 その内部には扁平な袋状構造のチラ コ イ ド があり ， 液

相部分である ス ト ロ マに囲ま れている 。

ウ ． ミ ト コ ンド リ アはタ ンパク 質合成の場であり ， 一重膜に包ま れる 。 膜はひだ状にな

り ， ク リ ス テと 呼ばれる 構造を形成する 。

エ． 液胞は二重膜に包ま れ， アミ ノ 酸や二次代謝産物など を貯蔵し ている 。 細胞が成長

し ても 液胞の大き さ はほと んど変化し ない。

オ． ゴルジ体は扁平な袋が層状に配列し た構造をし ており ， タ ンパク 質に糖鎖を 付加す

る など の修飾を行う 。

１ ． ア， ウ

２ ． ア， エ

３ ． イ ， エ

４ ． イ ， オ

５ ． ウ ， オ


